
共同災害看護学専攻 博士課程
（DNGL：災害看護グローバルリーダー養成プログラム）

平成26年度開講科目シラバス

1回生用



共同災害看護学専攻（博士課程）　授業科目一覧　 １回生開講科目

必
　
修

選
　
択

看護研究方法 Introduction to Nursing Research Methods 1前 高知県立大学 2

理論看護学Ⅰ Theories in Nursing Ⅰ 1前 千葉大学 2

理論看護学Ⅱ Theories in Nursing Ⅱ 3前 高知県立大学 2

看護倫理 Ethics in Nursing 1後 兵庫県立大学 　 2

看護情報統計学 Nursing Information Statistics 1後 東京医科歯科大学 2

保健学的・疫学的研究法 Research Methods for Public Health and Epidemiology 2前 千葉大学 2

看護研究方法論Ⅰ(国際比較研究) Nursing Research Methods Ⅰ (International) 2前 東京医科歯科大学 1

看護研究方法論Ⅱ(エスノグラフィー) Nursing Research Methods Ⅱ (Ethnography) 1後 日本赤十字看護大学 1

Nursing Research Methods Ⅲ (Case Studies & Action Research) 2前 千葉大学 1

看護研究方法論Ⅳ(グランデッドセオリー) Nursing Research Methods Ⅳ (Grounded Theory) 1後 東京医科歯科大学 1

看護研究方法論Ⅴ(現象学的研究方法) Nursing Research Methods Ⅴ (Phenomenology) 1後 高知県立大学 1

看護研究方法論Ⅵ(介入研究・尺度開発含) Nursing Research Methods Ⅵ (Intervention Research and Development of Scale) 2前 兵庫県立大学 1

小計（12科目） －
危機管理論 Crisis Management Theory 2前 兵庫県立大学 2

環境防災学 Environmental Disaster Studies 1後 千葉大学／高知県立大学 2

グローバルヘルスと政策 Global Health and Policy-making 2後 東京医科歯科大学 2

専門職連携実践論 Professional Collaboration and Practice Theory 1前 千葉大学 2

災害医療学 Disaster Medical Science 1前 日本赤十字看護大学 2

災害情報学 Disaster Information Science 1前 兵庫県立大学 2

災害心理学 Disaster Psychology 1前 兵庫県立大学 2

災害と文化 Disaster and Culture 1前 千葉大学 1

災害社会学 Disaster Sociology 2後 高知県立大学 1

災害福祉学 Disaster Social Welfare 2前 高知県立大学 1

Professional writing Professional Writing 2前 高知県立大学 1

Proposal Writing 2前 東京医科歯科大学 1

Program Writing 3後 兵庫県立大学 1

小計（13科目） －
災害看護活動論Ⅰ Disaster Nursing Activity Theory Ⅰ 1前 東京医科歯科大学 2

災害看護活動論Ⅱ Disaster Nursing Activity Theory Ⅱ 1前 日本赤十字看護大学 2

災害看護活動論Ⅲ Disaster Nursing Activity Theory Ⅲ 1後 千葉大学 2

災害看護学特論 Advanced Disaster Nursing Theory 3前 兵庫県立大学 2

災害看護グローバルコーディネーション論 Theory in Disaster Nursing Global Coordination 3前 日本赤十字看護大学 1

災害国際活動論 International Disaster Response 3後 日本赤十字看護大学 1

災害看護管理・指揮論 Disaster Nursing Management 3後 高知県立大学 1

災害看護倫理 Ethics in Disaster Nursing 3後 兵庫県立大学 1

災害看護理論構築 Building Disaster Nursing Theory 3後 高知県立大学／兵庫県立大学 2

－
災害看護活動論演習Ⅰ Disaster Nursing Seminar Ⅰ 1後 東京医科歯科大学 2

災害看護活動論演習Ⅱ Disaster Nursing Seminar Ⅱ 1後 兵庫県立大学 2

災害時専門職連携演習（災害IP演習） Disaster Professional Collaboration Exercise (Disaster IP Exercise) 1後 千葉大学 2

災害看護グローバルリーダー演習 Disaster Nursing Global Leader Seminar 2前 日本赤十字看護大学 2

インディペンデントスタディ（演習）A Independent Study A 1後 高知県立大学 1

インディペンデントスタディ（演習）B Independent Study B 1後 兵庫県立大学 1

インディペンデントスタディ（演習）C Independent Study C 1後 東京医科歯科大学 1

インディペンデントスタディ（演習）D Independent Study D 1後 千葉大学 1

インディペンデントスタディ（演習）E Independent Study E 1後 日本赤十字看護大学 1

－
災害看護学実習Ⅰ Disaster Nursing Practicum Ⅰ 2前 兵庫県立大学 2

災害看護学実習Ⅱ Disaster Nursing Practicum Ⅱ 4前 日本赤十字看護大学 2

インディペンデントスタディ（実習）A Independent Study Practicum A 4前 高知県立大学 1

インディペンデントスタディ（実習）B Independent Study Practicum B 4前 兵庫県立大学 1

インディペンデントスタディ（実習）C Independent Study Practicum C 4前 東京医科歯科大学 1

インディペンデントスタディ（実習）D Independent Study Practicum D 4前 千葉大学 1

インディペンデントスタディ（実習）E Independent Study Practicum E 4前 日本赤十字看護大学 1

－
実践課題レポート Field Research 2後 5大学(共同指導) 5

災害看護研究デベロップメント Dissertation Research Proposal 3前 5大学(共同指導) 5

博士論文 Dissertation Research 5前 5大学(共同指導) 5

－

－

標準修業年限の５年以上在籍し，修了要件５０単位以上の単位を修得した者で必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び論文の内容や専門分野に関する口述ないし筆記試験に合
格することを要件とする。

修了要件５０単位のうち，４０単位は必修であり、１０単位は選択科目または選択必修科目から修得すること。選択必修科目は「災害グローバルリーダーに必要な学際的な科目群」か
ら６単位、「災害看護学に関する科目群」から２単位を修得すること。

また，それぞれの構成大学において１０単位以上を修得すること。

卒業要件及び履修方法

単位数

合計（53科目）
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Proposal writing　(Research proposal writing skill）

Program writing　(Program proposal writing skill）

科目
区分

授業科目の名称
配当
年次

担当大学英語標記





























授業科目名
災害情報学 

Disaster Information Science 
必修の区分 選択必修 

授業コード 開講年次 1 

単位数 2 期別 前期 

授業種別 講義 授業方法 遠隔授業 

講師名 相河 聡 所属 兵庫県立大学工学研究科 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 aikawa@eng.u-hyogo.ac.jp 

講義目的及び到達目標

【講義目的】人間社会における情報の意味や役割、通信の方法など ICT 技術の基礎

を学ぶと同時に、災害時の情報・通信の考え方やあり方などを学習する。特に災害

時に重要となる無線通信の概要について実例をもとに学ぶ。

【到達目標】・人間社会においての情報の意味について理解する。

・情報の伝達において発生する問題点を理解し、災害時における情報伝達のあり方

について考察できる。

・ICT 技術を用いた情報通信に関する知識を身に着け、災害時における情報伝達の

方法について検討できる。

講義内容・授業計画

【ねらい】

人間社会における情報の意味と伝達手段のもつ課題を理解し、災害時などの困難な

状況においても情報通信システムを使いこなす能力をみにつける。

【学習内容】

（１）情報・通信とは何か、情報の３つの側面、通信のモデル化 第 1・2 回 

（２）メッセージとメタメッセージ、災害時の情報伝達例 第 3・4 回 

（３）機械的情報、情報量 第 5・6 回 

（４）デジタルシステム（記号・符号・信号）第 7 回 

（５）通信技術 第 8・9 回 

（６）無線通信システム（災害通信・携帯電話）第 10・11 回 

（７）情報通信技術の歴史 第 12 回 

（８）情報通信市場 第 13 回 

（９）通信に関する法律 第 14・15 回

テキスト

参考文献

・西垣通著『基礎情報学』NTT 出版,2004. 

・矢守克也著『巨大災害のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ』ﾐﾈﾙｳﾞｧ書房，2013. 

・相河聡著『電波法概説 第２版』森北出版，2012. 

成績評価
クラス参加度、レポートを総合的に評価する。 

履修上の注意・履修要件

備考

－ 14 －



授業科目名
災害心理学 

Disaster Psychology 
必修の区分 選択必修 

授業コード 開講年次 1 

単位数 2 期別 前期 

授業種別 講義 授業方法 遠隔授業 

講師名 広瀬 弘忠 所属 兵庫県立大学非常勤講師 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先

講義目的及び到達目標

【講義目的】災害時や事故時など緊急事態に直面したときの人間の心理や行動を集

合状況として理解する。

【到達目標】看護学の専門家として知っておくべき緊急時の人間理解と陥りやすい

罠を避ける技術を習得する。 

講義内容・授業計画

【授業内容】災害時の人間の行動を、心理学の根幹から説明し、最終的には災害の

ライフサイクルに合わせた人間行動の特性を明らかにする。

【授業計画】

１．  災害とは何か

２．  災害心理学とは何か

３．  人と災害との出会い

４．  災害のライフサイクルと被災心理

５．  人間心理第１の罠―正常性バイアス 

６．  人間心理第２の罠―同調性バイアス 

７．  人間心理第３の罠―愛他行動 

８．  人間心理第４の罠―エキスパート・エラー 

９．  人間心理第５の罠―凍りつき症候群 

１０．災害被害からの回復過程

１１．災害被害のトラウマ

１２．復興と復旧

１３．災害による破壊がもたらすもの

１４．災害後の社会

１５．あらためて災害とは何かを考える

テキスト
広瀬弘忠著「人はなぜ逃げ遅れるのか」集英社、広瀬弘忠著「生存のた

めの災害学」新曜社 

参考文献
広瀬弘忠著「生と死の極限心理」講談社、広瀬弘忠著「きちんと逃げる」

アスペクト 

成績評価
出席とレポート 

履修上の注意・履修要件 災害心理学関連の知識を身につける 

備考

－ 15 －



授業科目名
災害と文化 

Disaster and Culture 
必修の区分 選択必修 

授業コード 開講年次 1  

単位数 1 期別 前期 

授業種別 講義（フィールドワーク） 授業方法

第 1～5回：遠隔授業 

第 6～8回：対面・集合（9月 4，

5日予定） 

講師名

正木治恵 

岩崎寛 

望月由紀 

所属

千葉大学大学院看護学研究科 

千葉大学大学院園芸学研究科 

千葉大学大学院看護学研究科 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 hmasaki@faculty.chiba-u.jp 

講義目的及び到達目標

【講義目的】災害支援に必要な文化的視点を理解し、文化的感受性を高

める。また、関連する概念や理論について概観すると共に、文化的アプ

ローチについて実践例をもとに理解を深める。

【到達目標】災害支援に必要となる文化的視点と感受性が獲得できる。

被災地域の文化を取り込んだケア、コミュニケーションができる。 

講義内容・授業計画

オムニバス方式（正木治恵／３回、望月由紀／２回、岩崎寛／３回）

【遠隔授業】

１）災害看護における文化的ケアの基礎

２）災害看護における文化の考え方と基礎概念

３）実践例をもとにした文化的ケアの方法(1) 
４）実践例をもとにした文化的ケアの方法(2) 
５）災害時における文化的ケアの海外との比較

【対面・集合】

６）被災地域の風土や文化をツールとしてケアに取り込む方法

７）コミュニケーションツールとして植物を用いたフィールドワーク(1)
８）コミュニケーションツールとして植物を用いたフィールドワーク(2)

テキスト

参考文献

正木担当回：Christie W. Kiefer 著、木下康仁訳：文化と看護のアク

ションリサーチ 保健医療への人類学的アプローチ、医学書院、2010 

岩崎担当回：広井良典編：「環境と福祉」の統合、有斐閣、2008 

望月担当回：マデリン M. レイニンガー：レイニンガー看護学、医学

書院、1995 

成績評価
クラス参加度、プレゼンテーション、レポートを総合的に評価する。 

履修上の注意・履修要件
岩崎担当回(第 6～8 回)では植物を用いたフィールドワークを行うた

め、作業に適した服装、靴で参加すること。 

備考
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授業科目名
災害看護活動論Ⅰ 

Disaster Nursing Activity Theory Ⅰ
必修の区分 必修 

授業コード 開講年次 1 

単位数 2 期別 前期 

授業種別 講義 授業方法 遠隔授業 

講師名

佐々木吉子 1）、大友康裕 1）、

三浦英恵 1）、山﨑達枝 2）、

石井美恵子 2）、石田千絵 2）、

川谷陽子 2）

所属
1）東京医科歯科大学 

2）非常勤講師 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 y-sasaki.dn@tmd.ac.jp 

講義目的及び

到達目標

【講義目的】

災害超急性期～亜急性期における災害種類別傷病者の疾病構造、災害医療対応の

構造と機能、医療対応における看護の役割を理解し、看護リーダーに必要な基盤知

識を習得する。

【到達目標】

1）災害超急性期～亜急性期における災害種類別傷病者の疾病構造と対応の原則がわ

かる。

2）災害発生に固有な危機的疾病に対する救命救急活動の概要と看護の役割がわか

る。

3）被災しつつ、負傷者の受け入れや避難先として求められる医療施設の役割がわか

る。

4）災害現場、避難所における健康問題と生活支援、地域医療との連携システムがわ

かる。

講義内容・

授業計画

【ねらい】

災害超急性期から亜急性期における災害種類別傷病者の疾病構造と医療対応の原

則を理解し、これまでの活動実績から災害医療活動において残存する問題を抽出し、

看護リーダーに期待される役割と取り組むべき課題をアセスメントする能力を養

う。

【学習内容】※4/21,28,5/12,19,26,6/9 は 2 コマ(Ⅳ･Ⅴ)運営、4/7,6/2,16,23,7/7,28 は

休講

第 1 回 4/14Ⅳ（佐々木）：オリエンテーション、災害急性期～亜急性期における災害

種類別傷病者の疾病構造の特徴、人々にもたらされる健康問題と生活への影

響

第 2 回 4/21Ⅳ（大友）：わが国の災害医療体制（災害拠点病院、広域災害救急医療情

報システム、広域医療搬送、DMAT など） 
第 3 回 4/21Ⅴ（大友）：トリアージの概念 
第 4 回 4/28Ⅳ（大友）：国外大規模災害発生時の国際緊急援助（JMTDR を中心に）

第 5 回 4/28Ⅴ（大友）：主な NBC 災害の概要と病院における医療活動

第 6･7 回 5/12Ⅳ･Ⅴ（石田）：地下鉄サリン事件での実践例から考察する特殊災害急

性期の医療・看護活動の原則と発災に向けた備え

第 8･9 回 5/19Ⅳ･Ⅴ（川谷）：DMAT 活動における看護活動と課題（看護師独自の活

動や DMAT に特徴的な看護活動：航空搬送など） 
第 10･11 回 5/26Ⅳ･Ⅴ（石井）：国内災害における急性期の看護活動、特に地域保健

政策モニタリングやプログラム開発（支援展開の計画と実践）、海外の異文化

な環境における災害急性期の看護支援活動の実際

第 12･13 回 6/9Ⅳ･Ⅴ（山﨑）：災害支援ネットワークのシステムと機能、発災時にお

ける看護職の役割と多職種連携の実際、災害支援者の心理プロセス、今後の

展望

第 14 回 6/30Ⅳ（三浦）：災害が慢性疾患患者にもたらす健康問題と急～亜急性期に

おける支援

－ 17 －



 
第 15 回 7/14Ⅳ（佐々木、三浦）：ディスカッション 

講義や自己学習で学んだことを通して、災害急性期における看護の機能およ

び看護リーダーの役割についてディスカッションを行う 

テキスト・文献 

石井美恵子（2013）. 幸せをつくる、ナースの私にできること.廣済堂出版. 
國井修（2012）. 国家救援医 私は破綻国家の医師になった.角川書店. 
國井修編集（2012）. 災害時の公衆衛生―私たちにできること.南山堂. 
日本集団災害医学会編修（2011）.DMAT 標準テキスト.へるす出版. 
山本保博，鵜飼卓，杉本勝彦監修（2002）.災害医学.南山堂. 

成績評価 クラス参加度、プレゼンテーション、事前学習への取組みを総合的に評価する。 

履修上の注意・

履修要件 
事前課題がある場合、指定された期限までに LMS に提出する。 

備考 非常勤講師の授業は 2コマ運営。日程変更の可能性あり。 
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授業科目名
災害看護活動論Ⅱ 
Disaster Nursing Activity 
Theory Ⅱ 

必修の区分 必修 

授業コード 開講年次 1 

単位数 2 期別 前期 

授業種別 講義 授業方法 遠隔授業 

講師名
田村 由美

小原 真理子
所属 日本赤十字看護大学看護学研究科 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先

田村由美 

y-tamura@redcross.ac.jp 

小原真理子： 

ohara-ma@redcross.ac.jp 

講義目的及び到達目標

【講義目的】 

災害の種類やその特徴、災害による人々の生命や生活、地域社会への影響、国内外

における災害関連の法制度/体制等の学びを通して、災害発生に伴う人々の生活環境

の変化、心理的反応や健康ニーズの変化および看護の役割について理解を深める。

また、看護の視点から被災地における救護活動、そして静穏期における防災・減災

に関するチーム間、他組織等との連携システムについて具体的に学び、社会的シス

テム/体制の必要性を理解する。

【到達目標】 

・災害サイクル、活動現場、被災者特性に伴う看護の役割について系統的に理解で

きる。 

・被災地における保健・医療・福祉、行政、他組織との連携について、看護リーダ

ーの視点から理解できる。 

・看護の視点から病院防災・地域防災におけるリーダーの役割について理解できる。

講義内容・授業計画

【ねらい】

すでに有している災害看護活動に関する基礎的知識をさらに深め、特に、災害時の

活動の鍵となるネットワーク・連携構築、多職種・多機関協働の実践的知識等の能

力を養う。

【講義内容】オムニバス方式

１）災害の定義、災害の種類とその疾病構造の特徴、最近の国内外の災害発生とそ

の背景(田村) 

２）災害看護とは、災害と災害看護に関する歴史と国の政策変遷(田村) 

３) 危機管理、災害医療対応の構造と機能(田村) 

４）災害サイクルに伴う看護師の役割と、看護活動に必要な能力(田村) 

５）災害医療現場におけるインタープロフェッショナル・ワーク（多職種連携と協

働）の重要性と“インタープロフェッショナル・コンピテンシー”(田村) 

６）災害時のチーム内・チーム間・部署間・他施設間・他組織間のインタープロフ

ェッショナル・ワーク(田村) 

７）災害時のパブリック・ヘルス（Public Health) (田村) 

８）災害発生と災害情報、法との関連、人々は災害をどう認知するか（小原）

９）災害が人々の生活に及ぼす影響、災害看護の対象者（小原）

10）災害時要援護者の特性とケア（小原） 

11）被災病院におけるリーダー看護職の初期対応シミュレーション（小原） 

12）避難所生活上のアセスメント、入所時の要援護者対応シミュレーション（小原）

13) 避難所におけるパブリック・ヘルスの重要性と対応(小原)

14) 災害への備え ①病院防災上の他部署・他施設・他機関との連携と協働（小原）
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15）災害への備え ②地域防災上の産官学民との連携と協働(小原) 

テキスト 特に指定せず、授業関連の資料を提示する。 

参考文献

・WHO：「Framework for Action on Inter Professional Education & Collaborative 

Practice」2010 

・Royeen, C.B., Jensen G.M., Harvan R.A.: Leadership in Inter Professional 

Health Education and Practice, Jones and Bartlett Pub. 2009 

・Tener Goodwin Veenema Editor: Disaster Nursing and Emergency Preparedness 

3rd Edition, Springer Publishing Company,2013. 

・Linda Young Landesmann :Public Health Managements of Disasters 2nd Edition: 

American Public Health Association,2005. 

・シリーズ 災害と社会第１巻～第８巻，弘文堂，2007． 

・勝見敦・小原真理子編集：災害救護―災害サイクルから考える看護実践、ヌーベ

ル廣川，2012. 

成績評価 クラス参加度、プレゼンテーション、レポートを総合的に評価する。 

履修上の注意・履修要件 映像多用、シミュレーション教育です。使える知識とスキルの習得を目指す。 

備考
日頃から、災害について新聞やホームページ、ＴＶ等を通して、被害の 

大きさ、被災者、救護活動の実際について、情報収集を心がける。 
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授業科目名
災害看護活動論Ⅲ

Disaster Nursing Activity Theory Ⅲ
必修の区分 必修

授業コード 開講年次 1 

単位数 2 期別 後期

授業種別 講義 授業方法 遠隔授業

講師名
宮﨑 美砂子

駒形 朋子
所属 千葉大学大学院看護学研究科

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 miyamisa@faculty.chiba-u.jp 

講義目的及び到達目標

【講義目的】災害時に中長期的な視野で対応すべき健康課題ニーズを明らかにし、活動

体制を構築していく方法を学ぶ。

【到達目標】

・コミュニティ単位にニーズを持続的に把握・分析する方法が理解できる

・必要とされる活動を連携協働、仕組み・施策化、コミュニティの健康文化創成につな

げていく方法が理解できる

・災害時の健康課題に中長期的に対応するために必要なリーダーとしての役割について

理解できる 

講義内容・授業計画

【ねらい】

災害時の健康ニーズを、コミュニティ単位に持続的に把握・分析し、管理的かつ体制的

な側面から活動を計画し、推進・評価していく視点を養う。

【学習内容】（オムニバス方式／全 15 回） 

 1 回目～4 回目（宮﨑美砂子）

公衆衛生看護の理論を基盤に、コミュニティを単位とした看護活動の基本を講義する。

それを通し地域アセスメント、ニーズ分析、活動計画立案、地域住民や関係者との連携

協働、活動評価、施策化、地域の健康文化の創生の一連の活動過程を理解する。

（1 回）コミュニティを単位とした看護活動の基本的な考え方及び方法 

（2 回）災害時における行政（国・都道府県・市町村）の対応体制と看護職の役割 

（3 回）災害時におけるコミュニティを単位とした活動体制構築の方法  

（4 回）災害時における活動の施策化、地域の健康文化の創成 

5 回目～7 回目（駒形朋子） 

コミュニティを単位とした災害時の健康課題の捉え方を、疫学的な視点を用い、教授す

る。

（5 回）疫学的視点を用いた災害時の情報収集、分析の方法 

（6 回）海外での災害対応事例（スマトラ沖地震津波後の感染症対策活動の事例等） 

（7 回）国内での災害対応事例（岩手県陸前高田市での活動事例等） 

 8 回目～15 回目（宮﨑美砂子、駒形朋子（共同）

災害時の活動事例を用い、コミュニティを単位に中長期的な視野で捉えるべき健康ニー

ズを検討し、それらに対応するために、管理的かつ体制的な側面から活動体制を構築し

ていく方法を検討する。8 回～14 回の授業回ごとに、事前準備（個人ワーク）、授業当

日の討議・振返りを行う。活動事例に含まれる健康ニーズの例示：「健康問題の地域偏在・

健康格差」、「潜在化する健康ニーズ」、「被災者の自立支援とコミュニティ再生」、「支援

者・関係者の疲弊」、「支援人材の持続的な確保と活用」、「外部支援者との連携に伴う倫

理的問題」「災害経験の意味づけ・伝承」。15 回は全体総括を行う。 

テキスト

ローレンス・W. グリーン、マーシャル・W. クロイター：実践ヘルスプロモーション

―PRECEDE‐PROCEED モデルによる企画と評価．Health Program Planning: An Educational 

and Ecological Approach 4thed.2005.（翻訳版、医学書院）

参考文献

関西学院大学出版会COE災害復興制度研究会：災害復興－阪神・淡路大震災から10年. 関

西学院大学出版会、2005. 

國井修：災害時の公衆衛生 私たちにできること. 南山堂、2012 
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成績評価 クラス参加度、プレゼンテーション、レポートを総合的に評価する。 

履修上の注意・履修要件

備考
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授業科目名
災害看護活動論演習Ⅰ 

Disaster Nursing SeminarⅠ 
必修の区分 必修

授業コード 開講年次 1 

単位数 2 期別 後期

授業種別 演習 授業方法 遠隔授業、一部集合授業（2/2）

講師名

佐々木吉子 1）、大友康裕 1）、

三浦英恵 1）、小原真理子 2）、

小井土雄一 3）、石井美恵子 3）、

5 大学の教員 

所属

1）東京医科歯科大学 
2）日本赤十字看護大学 
3）非常勤講師 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 y-sasaki.dn@tmd.ac.jp 

講義目的及び

到達目標

【講義目的】

国内での大規模自然災害、特殊災害について過去事例を分析し、成果や課題を整理す

るとともに、これらの発生を想定した仮想事例について、机上およびラボ・シミュレー

ションを行い、アセスメントならびに、被災地における医療救護、避難所設置・管理、

看護支援活動について検討する。また、新たな看護援助や多職種連携、政策への提言に

ついて考察する。さらに、国内で、防災・減災対策が先進的に行なわれている専門機関

を視察し、対策の実際や構築のプロセスについて学ぶ。  

【到達目標】

1）各種災害の急性期の医療対応の原則と、チーム医療活動における看護の役割がわかる。

2）被災地における医療救護活動に必要な知識・技術を習得する。 
3）看護リーダーの視点で被災地内外の状況アセスメントができ、必要な支援内容（政策

への提言を含む）について考察・提案できる。

講義内容・

授業計画

【ねらい】

災害超急性期から亜急性期における医療対応の原則を理解し、これまでの活動実績か

ら災害医療活動において残存する問題を抽出し、看護に期待される役割と取り組むべき

課題をアセスメントする能力を養う。

【学習内容】 ※12/8,15,22,1/19 はⅤも授業、2/2 は集合授業、10/6 Ⅳと 2/9,16,23 は休講

回 日 限 担当者 内容

1 10/6 Ⅲ 佐々木・三浦 オリエンテーション、テーマ確認とプランニング

2 10/20 Ⅲ 佐々木・三浦 国内大規模災害における医療・看護活動の過去事

例の分析より考察した医療・看護活動の概要と課

題についてのプレゼンテーションとディスカッ

ション

①大地震（都市型災害における特徴）

3 Ⅳ 佐々木・三浦 同②大地震（地方型災害における特徴）

4 10/27 Ⅲ 佐々木・三浦 同③台風・水害

5 Ⅳ 佐々木・三浦 同④雪害

6 11/10 Ⅲ 佐々木・三浦 同⑤交通災害

7 Ⅳ 佐々木・三浦 同⑥列車事故

8 11/17 Ⅲ 佐々木・三浦 同⑦大規模火災、ガス爆発・化学工場の爆発等

9 Ⅳ 佐々木・三浦 同⑧特殊災害（殺傷事件、サリン事件等）

10 12/1 Ⅲ 佐々木・三浦 同⑨環境汚染（大気汚染、PM2.5 等） 

11 Ⅳ 佐々木・三浦 同⑩感染症（インフルエンザ、SARS 等） 

12 Ⅴ 佐々木・三浦 同⑪放射能汚染

13 
14 
15 

12/8 Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

大友･佐々木

三浦

5 大学教員 

国内災害急性期における被災者対応について演

習室でのシミュレーション学習

① 大規模災害発生時に、被災しながら医療活動

を担う医療施設での対応

（机上シミュレーション TV会議システム）
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回 日 限 担当者 内容

16 
17 
18 

12/15 Ⅲ 
Ⅳ

Ⅴ

佐々木･三浦

5 大学教員 
同②重症被災者への医療対応；二次トリアー

ジ、急変対応、遠隔搬送に向けた支援ほか

（シミュレーターおよび SimView 使用） 
19 
20 
21 

12/22 Ⅲ 
Ⅳ

Ⅴ

佐々木・三浦

5 大学教員 
同③黒タッグ被災者および遺族への対応

（模擬家族および SimView 使用） 

22 
23 
24 

1/19 Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

小原･佐々木

三浦

5 大学教員 

同④被災地における避難所開設と避難所にお

ける医療・看護活動のプランニング 

（日赤看護大学にて TV 会議システム使用）

25 
26 

1/26 Ⅲ

Ⅳ

石井・佐々木

三浦

同⑤国内災害急性期における看護活動のプラ

ンニングと実施・評価

（机上シミュレーション TV 会議システム）

27 
28 
29 

2/2 Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

小井土・佐々木

三浦

大規模災害・特殊災害に備えた国内における防

災・減災、発災急性期の医療対応・支援体制の実

際

（国立病院機構災害医療センター〔東京都立

川市〕にて集合授業；施設見学・講義・デ

ィスカッション）

30 Ⅴ 佐々木・三浦 まとめ

国内における防災・減災、発災急性期の医療対

応・支援体制についての課題と考察

（外部施設もしくは東京医科歯科大学にて、

ディスカッションとデブリーフィング）

テキスト・文献 別途提示する。

成績評価 クラス参加度、プレゼンテーション、事前学習への取組みを総合的に評価する。

履修上の注意・履修要件 受講生のレディネスに応じて、事前課題（訓練を含む）を課す場合がある。

備考
12/8,15,22,1/19 のシミュレーションは、3 箇所（高知、兵庫、東京）での実施を

検討中。
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授業科目名 
災害看護活動論演習Ⅱ 

Disaster Nursing Seminar Ⅱ
必修の区分 必修 

授業コード  開講年次 1 

単位数 2 期別 後期 

授業種別 演習 授業方法 遠隔授業、ならびに集合 

講師名 
山本あい子/増野園惠/小西美

和子 
所属 兵庫県立大学看護学研究科 

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 a_yamamoto@cnas.u-hyogo.ac.jp 

講義目的及び到達目標 

【講義目的】災害中・長期における被災者並びに被災地域の生活と健康状

態の査定から始まり、個や地域に対して必要なケア提供を検討する。また

平常時の医療機関や地域における災害への備えについて、行政や医療機

関、住民組織、ボランティアグル―プ等との連携調整を学び、政策提言で

きる能力を養う。 

【到達目標】 

①被災後の人々の健康状態を査定し、必要なケア提供の検討ができる。 

②被災後の仮設住宅における健康状態を査定し、必要なケア提供の検討が

できる。 

③被災地域における健康状態を査定し、関連機関/団体との連携・調整を

含めて、必要なケアの検討ができる。 

④災害への備え活動への参加を含めて、災害時の人々の健康維持に向け

て、施策提言を考えることができる。 

講義内容・授業計画 

【授業計画】 

1 回   本科目に関するオリエンテーション 

2-7 回  災害後の中・長期的な健康問題/課題と看護活動 

  2 回 災害と人々の反応と看護活動 

  3 回 災害と妊産褥婦 

4 回 災害と子ども 

5 回 災害と慢性疾患を持つ人々 

6 回 災害とこころのケア 

7 回 まとめ  

8-9 回  過去に発生した災害事例を通した災害後の人々の生活と 

健康状態に関する情報収集並びに査定 

10-12 回 災害後の個の健康状態の査定と必要なケア（増野/小西） 

13-14 回 災害後の仮設住宅における健康状態把握・査定・必要なケア 

15-16 回 災害後の地域における健康状態の把握・査定・必要なケア 

17-18 回 災害地域における関連機関/団体の把握ならびに調整 

19-20 回 過去に発生した災害を例として、被災地の人々の生活と 

健康状態に関する情報収集、査定、必要なケアの検討 

21 -25 回 医療機関・地域・教育機関等における災害に対する備え活動へ

の参加（医療機関、地域の防災訓練等） 

26-29 回 被災地における生活と健康状態を踏まえた施策提言づくり 

30 回 まとめ：施策の発表と討議 
テキスト 随時提示 

参考文献 随時提示 
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成績評価 出席とレポート 

履修上の注意・履修要件 
医療機関等における災害に対する備え活動への参加は、本籍大学近くの機

関等において実施する。 

備考  
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授業科目名

災害時専門職連携演習 

（災害 IP 演習） 
Disaster Professional Collaboration 
Exercise (Disaster IP Exercise) 

必修の区分 選択

授業コード 開講年次 1 

単位数 2 期別 後期

授業種別 演習 授業方法

オリエンテーション：遠隔(10 月

1-4 回)情報収集・課題学習(10 月

―2 月) 

グループワーク：集中対面(2015

年 3 月 9 日、10 日、11 日) 

講師名
酒井郁子、近藤昭彦、岩崎寛、駒

形朋子、臼井いづみ
所属

千葉大学大学院看護学研究科、

千葉大学環境リモートセンシン

グ研究センター、千葉大学園芸

学研究科

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 komatomo@chiba-u.jp 

講義目的及び到達目標

【講義目的】 災害の種類及び局面に応じた被災者中心の専門職連携を実践できる

能力を獲得する。（共同・オムニバス方式／全 30 回）  

【到達目標】

・ 専門職連携に関する理論や知見をもとに災害の種類及び局面ごとに必要とな

る IPW の類型を理解できる。 

・ 災害時専門職連携を行う際に必要となる態度およびコミュニケーションスキ

ルを理解し実際に行うための自己の課題を明らかにできる

・ 災害時に必要となる多機関との交渉、自組織の連携実践の構築、運営を行う力

および評価・改善する能力を理解し、シミュレーションで実践できる

講義内容・授業計画

【ねらい】災害の種類や局面に応じ、PW（interprofessional work）が実践できる

ようになるための態度、知識、思考力、行動力を養う。発災から復旧・復興に至る

時間軸の中で生じる様々な課題に対して、複数の専門分野の教員が協働指導のも

と、複数の専門分野の大学院生がチームを組み、連携協働して成果を産出していく

実践型授業により、専門職連携実践能力の向上をねらう。

【学習内容】

・10 月 1-4 回（担当：酒井郁子、駒形朋子、臼井いずみ） 

演習オリエンテーション、ケースの説明およびグループ分けと分担の決定

課題提示および見学先決定のうえ、グループごとに課題学習計画を立案。

・10 月-2 月 5-14 回(担当：酒井郁子、近藤昭彦、岩崎寛、駒形朋子、臼井いづみ)

A 災害準備期、B 発災時、C 復旧から復興期のそれぞれのケースについて、ハザー

ドマップ等を含む多角的な情報の分析のために必要な情報収集を実際に行う。

・2015 年 3 月 9 日-11 日 15-30 回(担当：酒井郁子、近藤昭彦、岩崎寛、駒形朋

子、臼井いづみ) 各グループが情報収集に基づき、方針決定、活動計画立案を行

い、プレゼンテーションと討議、IPW に対するリフレクションを行い、教員から

のフィードバックを受ける。これを通し災害支援時の自己の IP 実践能力および所

属組織やチームの IP パフォーマンス改善のための課題を明らかにする。 

テキスト

参考文献

成績評価

グループワークへの参加度(学習内容をもとに、積極的に議論に参加しチームメン

バーと協働する)50％、プレゼンテーション（多職種チームで意見をまとめ、皆が

理解できる表現・方法で発表する）30％、最終レポート 20％ 

履修上の注意・履修要件 専門職連携実践論（１年前期）を合わせて履修しておくことが望ましい。 

備考
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授業科目名
ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄｽﾀﾃﾞｨ（演習）Ａ 

Independent Study A 
必修の区分 選択 

授業コード 開講年次 1 

単位数 1 期別 後期

授業種別 演習 授業方法 セミナー及びフィールドワーク

講師名
神原咲子・中山洋子

野嶋佐由美
所属 高知県立大学

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 連絡先 kanbara@cc.u-kochi.ac.jp 

目的及び到達目標

【目的】災害看護学領域の現象をとりあげ、その現象に関連するこれまでに蓄積さ

れてきている研究や情報を収集、分析し、それを活用して災害対策や減災計画を立

てていくことができる基礎的な能力を修得する。 

【到達目標】 

１．とりあげた現象に関する情報や文献（資料を含む）を収集する方法を修得する。

２．収集したこれまでの研究や情報の蓄積を分析する方法を修得する。 

３．分析した情報をどのように使って災害対策や減災計画を立てていくのか、その

プロセスを理解する。 

４．産官学の関連機関との連携のあり方、看護職の役割について理解する。 

５．実際のフィールドワークをと通してリーダーとしての役割について学ぶとと

もに、リーダーの役割が担える能力を養う。 

講義内容・授業計画

学生の関心ある現象を取り上げ、教員と目的・内容・展開方法等を相談し、計画す

る。演習は 3 人の教員が共同ですすめていくが、取り組むテーマによって主たる担

当教員を学生と話し合って決める。

【演習のテーマの例】

・地域の人々、家族、組織における減災計画の立案

・脆弱性を有する人々の避難所での生活をサポートするシステムの構築

・災害が人々の精神的健康に及ぼす影響の分析と支援システムの構築

・災害における家族のレジリエンスと家族支援のあり方の検討

【学習内容】

1 回    ：取り上げる災害状況の分析 

2 回～3 回：情報・文献収集とその分析 

4 回～5 回：フィールドワーク 

7 回～9 回：災害対策や援助方法、減災計画の立案 

9 回～13 回：フィールドワーク（産漢学連携を含む） 

14 回～15 回：学生が立案した災害対策や援助方法、減災計画の評価と看護職の役

割についての検討

テキスト 学生のテーマに合わせて適宜、提示する。 

参考文献 学生のテーマに合わせて適宜、提示する。 

成績評価
プレゼンテーション、レポート、フィールドワークの展開内容等を総合的に評価す

る。 

履修上の注意・履修要件

備考
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授業科目名
ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄｽﾀﾃﾞｨ (演習)Ｂ 

Independent Study B 
必修の区分 選択

授業コード 開講年次 1 

単位数 1 期別 後期

授業種別 演習 授業方法 対面

講師名 片田範子/山本あい子 所属 兵庫県立大学

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 a_yamamoto@cnas.u-hyogo.ac.jp

授業目的及び

到達目標

【講義目的】この科目は、学生が情報収集・分析・統合する方法を含めて、研究に必

要な学習を展開することを通して、災害看護領域でさらに深めたい領域を見出すこと

を目的としている。

【到達目標】 

①学生は、自己の関心領域における既存の知識を系統的に探究する方法、ならびに書

籍/文献購読方法を学ぶ。

②既存の知識を分析し統合する方法を学ぶ。

③既存の知識の統合を行い、レポートとして記述する方法を学ぶ。

授業内容・

授業計画

本演習は、学生の関心のある現象をもとに、教員と目的・内容・展開方法等を相談

し計画する。学生の関心領域に応じて、演習形態は文献検索・フィールドワーク・

インターンシップ等を含める。学生は自己の関心現象に応じて教員を選択し、本演

習を進める。

（片田範子）災害関連については主に倫理系並びに小児・家族に関連する現象であ

るが、方法論等については学生と討議し、選択の可否を検討する。

（山本あい子）災害に対する備え強化や災害時の健康課題（専門職・母性・住民等

を対象として）、教育・訓練プログラムやケア方略の開発等を中心に行う。

【学習内容】 

1-3 回 指導教員と相談しながら、学生の関心領域を明らかにし、演習の目的・

内容・展開方法・レポート作成等を計画する。 

4-8 回 文献検索から始まり、文献購読、文献統合を教員と共に行う。 

9-14 回  関心領域の知見を分析・統合し、その結果を論述してまとめる。 

15 回 まとめた内容を発表し、他の学生と建設的に討議する。 

テキスト 随時提示

参考文献 学生の必要に応じ提示

成績評価 全過程における課題に対する取り組み、ならびにレポート

履修上の注意・

履修要件

備考
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授業科目名
ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄｽﾀﾃﾞｨ（演習）Ｃ

Independent Study C 
必修の区分 選択

授業コード 開講年次 1 

単位数 1 期別 後期

授業種別 演習 授業方法 対面授業

講師名
佐々木 吉子

三浦 英恵
所属 東京医科歯科大学

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 y-sasaki.dn@tmd.ac.jp 

講義目的及び

到達目標

【講義目的】

都市型災害に備えた防災・減災の現状について、過去事例や現在の整備状況を分

析し、医療提供や被災者受け入れが予想される施設・組織のニーズや課題について

検討する。とくに発災時に災害医療拠点となる医療機関における防災・減災計画と

その評価、課題に対する新たな提案について、専門家や関係者と議論しながら検

討・考察し、災害看護グローバルリーダーとしての基礎的能力を養う。 

【到達目標】

1）過去事例における、被災地の災害拠点病院における災害対応、救援活動の構造・

プロセス・アウトカムの分析ができ、災害拠点病院が被災しつつ、医療提供した

病院での成果ならびに課題についてまとめることができる。

2）大都市で災害拠点病院が被災した場合を想定した、新たな医療提供システム構

築に向けた調整・交渉について、リソースを活用し、検討することができる。

講義内容・

授業計画

【ねらい】

都市型災害の発災急性期における円滑な医療提供のために、発災前より災害看護

グローバルリーダーが果たすことのできる役割について考察し、具体的提言を行う

ための基礎的能力を養う。

【学習内容】  

第 1 回（佐々木・三浦）：オリエンテーション、テーマの確認とプランニング 
第 2～11 回（佐々木・三浦）：情報収集と分析 
・国内外の都市型災害の過去事例の分析を行い、医療提供や被災者受け入れ施設

のニーズや課題について整理する

・災害拠点病院の災害対策ワーキング会議等に参加し、組織における防災・減災

への取り組みや多職種連携の実情を理解する

・大規模自然災害に対する、行政や中小医療機関等における備えの実情を把握す

る（大学近郊地域における視察・ヒアリング）

・情報の解釈や理解を深めるために、適宜専門家への相談を行う。

第 12･13 回（佐々木・三浦）：情報の統合とディスカッション 
 ・情報を統合・考察し、ディスカッションを行う。

第 14･15 回（佐々木・三浦）：新たなシステム構築に向けた提言と情報発信 
・災害拠点病院である大学病院や関連組織への情報提供や提言、新たな医療提供

システム構築に向けた計画・提案を行う。（学会等での発表を目指す）

テキスト・文献 別途提示する 

成績評価 クラス参加度、プレゼンテーション、事前学習への取り組みを総合的に評価する。

履修上の注意・履修要件 授業日時については、別途提示する 

備考
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授業科目名
ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄｽﾀﾃﾞｨ (演習)Ｄ 

Independent Study D 
必修の区分 選択

授業コード 開講年次 1 

単位数 1 期別 後期

授業種別 演習 授業方法 対面・集合（フィンランド）

講師名
岩﨑弥生

駒形朋子
所属 千葉大学

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先 komatomo@chiba-u.jp 

授業目的及び

到達目標

【目的】災害看護におけるヘルスケアサービスの提供・管理運営または災害看護の実

践に関連して、災害看護の研究や情報を探究、分析、統合、体系化するスキルを身に

つける。また、災害看護について統合した知識をリーダーシップの視点から検討する。

【到達目標】 

1) 災害看護の実践もしくは模擬演習をとおして得た経験を踏まえて、災害看護の実

践に関する事象や情報を科学的に探究・分析・統合し、系統立ててまとめる。

2) 災害看護の実践についてグローバルリーダーシップの観点から検討する。

授業内容・

授業計画

【学習内容】

【1～4 回】指導教員と相談しながら、災害看護におけるヘルスケアサービスの提供・

管理運営または災害看護の実践に関連して、演習の目的・内容・展開方法等を計画す

る。

計画：①演習の目的・目標、②計画のタイトルおよび概要、③演習内容、④目標

達成の行程表、⑤中間報告およびスーパービジョン・軌道修正のスケジュ

ール、⑥報告書の目次、⑦報告書の発表及び提出スケジュール、⑧自己学

習の評価方法、⑨引用文献リスト

【5～9 回】教員は適時、文献検索、文献リストの作成、文献レビュー、情報の分析、

情報の統合・系統、論文の作成等におけるスキルを指導する。

【10～14 回】学生は計画に基づき学習を進め、災害看護の実践に関する事象や情報

を科学的に探究・分析・統合し、系統立てて報告書にまとめ、発表する。

【15 回】学生は、報告書で取り上げた災害看護の実践について、グローバルリーダ

ーシップの観点から討議する。

【フィンランドでの宿泊演習について】

 災害看護の実践経験がない学生については、8 月中旬フィンランドで開講される

South Wales 大学 Disaster Healthcare 修士課程の Disaster Studies Summer 
School に 1 週間参加し、災害発生のシナリオに沿って、スフィア・スタンダードに

基づいた災害時ヘルスケアシミュレーションを行う。このプログラムは、ヨーロッパ

を中心とした多国籍、多職種の大学院生との宿泊演習であり、使用言語は英語である。

・事前学習、オリエンテーション（駒形）

・演習からの学び・評価・討議（駒形・岩﨑）

テキスト
The Sphere Project, Humanitarian Charter and Minimum Standards in 
Humanitarian Response  

参考文献 学生の必要に応じて紹介する。

成績評価 学習目標に照らして、自己学習の準備、報告書、発表の内容を評価する。

履修上の注意・

履修要件

災害看護の実践経験がない学生については、8 月中旬フィンランドで宿泊演習に参加

する。本科目を履修しない学生で宿泊演習参加の希望があれば、別途問合せください。

備考
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授業科目名
ｲﾝﾃﾞｨﾍﾟﾝﾃﾞﾝﾄｽﾀﾃﾞｨ（演習）Ｅ

Independent Study E
必修の区分 選択

授業コード 開講年次 1 

単位数 1 期別 後期

授業種別 演習 授業方法 遠隔（一部集合）

講師名
田村 由美

内木 美恵
所属 日本赤十字看護大学看護学研究科

ｵﾌｨｽｱﾜｰ・場所 随時アポイントメント 連絡先

講義目的及び到達目標

【講義目的】 

災害看護グローバルリーダーに必要な能力（知識、スキル、態度）を養うために、

災害看護におけるグローバルな重要課題を文献、フールドワーク等から明らかに

し、特に被災者の健康問題とケアのマネジメントについて探求する。 

【到達目標】 

過去の国内外の災害看護実践報告・研究等をグローバルリーダーの視点（コーディ

ネーション、コラボレーション、ネゴシエーション、ポリシーメイキング等）から

分析、検討することができる。（フィールドワークによる検討を含む）。 

講義内容・授業計画

【ねらい】

様々な組織・機関が公表している過去の災害看護実践報告や研究報告を、グローバ

ルリーダーの視点で検討することを通して、課題を明確にし、予測される災害に備

えて提案できる能力を養う。

【学習内容】

演習の目的、内容、展開方法は指導教授との相談し計画する。演習は、教授のスー

パービジョンを受けながら進行する。

学生は、次の事柄について計画・実施する：

① 演習の目的設定（第 1 回～第２回）

② 対象とする災害報告書・研究論文等（動画や VTR・DVD 等も含む）（第３回

～第５回）

③ 分析視点の設定（第６回～第７回）

④ 検討（この段階ではフィールドワークも含む）（第８回～第１１回）

⑤ 分析、検討結果をプレゼンテーションする（第１２回～第１３回）

⑥ フレクティブ・アサイメント（小論文）（6000 字程度）（第１４回～第１５回）

テキスト なし（随時授業で配布する） 

参考文献

成績評価 プレゼンテーション、小論文を総合的に評価する 

履修上の注意・履修要件
映像を使用して検討を行うことが多い。災害看護の実践場面は刻々と変わるので、

自己学習を含め積極的な参加を期待する 

備考
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